MINISTOCK　１1　
　ロータリー・クラブの唯一の目的が、事業で儲けることであって、その目的を推進するために相互扶助システムがひかれました。それは、服を作るときにはショリーの店で、石炭が欲しいときにはシールのところから、印刷はラグルスに頼み、不動産購入はジェンソンに相談するというもので、メンバーが増えるほど相互扶助の機能が高まり、それには一業一会員という制度が効果的に働きました。

　1906年には相互扶助の推進のため，クラブにStatistician（統計係）と呼ばれる係が置かれ、メンバー間の商取引を記録して例会で報告したということです。この役割は1909年以降、会員名簿と出席を管理するRegistrar（記録係）によって行われ、ますます重要な役割を担うようになっていきました。

　この制度は、全米ロータリー・クラブ連合会が結成されてから後に、地域－、都市間－、全国－商取引委員会の設置へと発展していきました。会員間の活発な商取引こそがロータリー活動の原点だったのです。

MINISTOCK　1２
　我が国の社会では、手芸クラブ、スイミングクラブというと、手芸や水泳をすることを目的として集まった会のことを意味しています。これに対して欧米では、歴史的に、clubとは趣味であれ、スポーツであれ、それらを行うために集まった人々が、話し合い、接触を深め、人間的交流を楽しむことを目的としています。

即ち、我が国では趣味やスポーツを行うことそのものを目的となってしまっていて、人間的交流がクラブの本質的な目的であるという意識が失われていることが多いのです。そこで最初期の条文の「２」を改めて見てみましょう。

２．社交クラブに付随する親睦その他の必要事項を推進すること。

後世のロータリーでは何度にもわたって、“親睦が奉仕か”、などと問われつづけましたが、ここでは明確に、ロータリーが“クラブ”と称する以上は、必然的に、それに付随する「親睦」を推進すると、明記されています。

MINISTOCK　1３
　ロータリーも結成後２年目に入るとシカゴの人々の間に知られるようになり、多くの場合には一業種一会員の制度に沿って勧誘すると、喜んで入会するのが普通でした。ところで当時のロータリーには特許申請などを生業とする弁理士がいなかったため、弁理士ドナルド・カーターに入会を勧めたところ、彼は会則を読んでしばらく考えた末に、首を横に振ったのでした。

　驚いたポール・ハリスに対してカーターは「このクラブは閉鎖的な内部利益交換の団体にすぎず、社会的な存在意義が欠けている」と言って、入会を断ったのでした。

　そこでポール・ハリスは直ちに会則の修正案を作成し、第２代会長のアル・ホワイトに提出しました。それが、先に定められた２項目につづいて付け加えられた次の１項でした。

　３．シカゴ市の最大の関心事を発展させ、シカゴ市民としての誇りと忠誠心とを市民の間に浸透させること。

MINISTOCK　1４
　会則が３項目となったことで、ロータリーは内部の相互扶助活動と親睦だけでなく、地域社会にも目を向けるという姿勢を明らかにしました。この項目が追加されたことで、弁理士ドナルド・カーターが入会し、彼は初期のロータリー・クラブの中で、市民意識の向上と対外姿勢の形成という意識改革に大きな足跡を残すことになります。

　ところで我が国のロータリー解説書の中には、この条項の出現をもって「奉仕概念の導入」と語っているものがあります。しかしそれは余りに過去を過大評価することになる恐れがあります。この当時のロータリーには相互扶助を円滑に進めるための内部意識の向上に躍起になっており、「奉仕」概念は存在していませんでした。

　そんな中で第３代会長に就任したポール・ハリスは、次のような目標を立てました：

1) 会員を増やしてクラブを充実させること。

2) 他地域にロータリークラブを設立する支援を行うこと。

3) 地域社会へ向けての活動を発展させること。
MINISTOCK　1５
　ロータリーの地域社会へ向けての実践活動の最初が、よく知られている公衆便所の設置運動でした。

1907年、シカゴ市中心部に公衆便所がないため通行人が不便な思いをしているとの話を聞いたポール・ハリスは、25の市民団体を集めて公衆便所建設連合委員会を立ち上げ、シカゴ市に交渉を開始しました。

　ところで市内でトイレを有していたバー（ビ－ル立ち飲み店）と百貨店業界からは、入店者が減ることを恐れた猛反対が行われ、市が決断を下すまでに２年の歳月を要しました。1909年、ロータリー・クラブの努力が実って、市から建設費用を引き出すことに成功し、市庁舎と市立図書館の横の二カ所に公衆便所が設置されました。

　この活動は、ロータリーの初期社会活動として胸を張って然るべきですが、これを「奉仕（社会奉仕）」と言ってもよいでしょうか？　まず第一に、当時のロータリーには奉仕（Service）という概念がありませんでした。現代のロータリアンから見て、市が市有地に立てたトイレを「奉仕」というでしょうか。

MINISTOCK　16
　1908年1月（ロータリー年度末）に二人の重要な人物が入会してきました。アーサー・F・ シェルドンとチェスレイ・ペリーです。

　シェルドンは､1868年生まれの40歳で頭脳明晰・雄弁な人物でした。ミシガン大学経営学部で先進分野の経営学を修めたエリートで、その道のパイオニアでもありました｡1902年シカゴにビジネス・スクールを設立し､19世紀以来の利己的な販売手法を批判して新しい経営理念を教えていました。1910年~20年代にロータリーの思想・理念・組織づくりの牽引車として大活躍した人物です。

　チェスレイ・ペリーは、メキシコでの対スペイン戦争に将校として参戦し，軍の指揮・管理に優れた力を発揮したようです。退役後はシカゴの図書館で事務的な仕事に従事していて、その職業分類からメンバーに推薦されました。彼はシカゴクラブ内の対立意見の調整に努め、全米ロータリー・クラブ連合会設立に力を発揮して、その後、ＲＣ連合会幹事～国際ロータリー事務総長として､30年余りロータリーの中心を努めた人です。
MINISTOCK　17
大都会の多くの業種の中から、１名だけの最良の会員を選んで社交クラブを作るというアイデアは、ポール・ハリスの原点にあったものです。このアイデアをロータリーの基本制度に仕上げたのは理論構築に強いシェルドンでした。

　シェルドンは販売学で学んだ‘職業分類法’をロータリーに持ち込みました。それはシカゴ住民の職業を大分類から小分類に分けてＸＹ軸面に並べ、その上に主要な住民を職業別に積み上げて、コンピュータ・グラフィクスのような立体的“職業別住民人数”のグラフを作る作業です。これを鋭利なナイフで水平に切ると、各職種の代表が１名ずつ並ぶ平面が得られ、それがロータリーの構成になるのです。

　各業界を代表する影響力のある人材であるだけでなく、善良な市民であり、何よりも良質なロータリアンを選ぶために、「職業分類」と「会員選考」委員会が重要な役割を担っていました。これによって会員は同業者と無用な対立をすることなく異業種の人たちとの有益な交流を深めることができました。

MINISTOCK　18
　1908年2月、ポール・ハリスが２期目の会長に就任すると、クラブ増設のための情宣・拡大委員会を設置し、入会間もないシェルドンを委員長に任命しました。シェルドンは全米各地の状況を調査し、ロータリー拡大の基礎を固める大活躍をしました。

　問題は、その経過を例会で報告する際に、その時間の殆どを独り占めにする“熱意“と“雄弁”に、「相互扶助・親睦」を重視して対外活動には興味を示さない面々が、辟易して反対派を形成して行ったことです。かくして創立４年目にしてロータリーに早くも、「対外活動派」と「内部親睦派」という意見の異なる二派が存在するようになりました。

　この二派の接合役を見事に果たしたのが、初代親睦委員長の歯科医ウイリアム・ネフでした。ロータリーの年度末の会合では、欧米の習慣として夫婦同伴で出席しますが、ネフの心温まる融和策と彼の穏和な性格が高く評価されて、1909年1月の会合がネフ親睦委員長の盛大な慰労会となるとともに、それがロータリー伝統の「家族会」の始まりになったと伝えられています。

　　　
MINISTOCK　19
　ロータリーの発足時の目的であった相互扶助と親睦を支持する会員の数は、対外活動を支持する人たちよりずっと多いものでした。その「内部親睦派」と「対外活動派」との確執は、シェルドンの活躍によっていよいよエスカレートしていきました。

　数の上で圧倒的な内部親睦派が例会を集団欠席してシェルドンに抵抗するに及んで、ハリスは重大決意をせざるを得ませんでした。即ち情宣・拡大委員長のポストからシェルドンを罷免することで事態の収拾を図り、後任に人心掌握・集団指導の天生を有していたチェスレイ・ペリーを指名したのです。

　この人事異動が完了して、クラブがどうにか落ち着きを取り戻した1908年10月、ポール・ハリスが突然、任期途中で会長を辞任しました。病気理由となっていますが、我が国では、クラブの混乱とシェルドン罷免の責任をとったと見る人が多いようです。

　後任には第２回会合から参加していた古参で、内部親睦派のリーダーに推されていたハリー・ラグルスが就任し、混乱収拾に力を注ぎました。　

MINISTOCK　20
　第４代会長のハリー・ラグルスは、前年度親睦委員長であったウイリアム・ネフからの依頼を受けて、例会で歌を歌うことを提唱し、その指導を行って、ロータリー・ソングを広めた功労者です。

　歌を歌うことで、意見対立から冷たくなった例会の雰囲気を和らげ、友情を取り戻す原動力にしようと考えたラグルスは、本業が印刷業だったので､30曲を収めた“歌の本”というパンフレットを印刷して例会のテーブルに配布し、自ら合唱を指導したそうです。そのパンフレットは、例会後に戻しておくよう呼びかけられたにも拘わらず、持ち帰る人が多く、それがシカゴ地域社会の合唱運動の始まりになったとも言われています。

　そこでラグルスは増刷に増刷を重ねて、市中に流れ出た歌曲集は数万部に及んだそうですが、彼は決して裕福でなかったにも拘わらず、費用のことには一言も口にしませんでした。

　彼は、晩年にカルフォルニアに隠退した後も、近隣のクラブから卓話に呼ばれると、指揮棒をもって喜んで出席したと伝えられています。

